
奈良国立文化財研究所要綱

( 4 ) 1 9 8 8 年１１月５日平城宮跡節1 9 0次発掘調査

（平城京左京三条二坊一・二坪）井上和人

( 5 ) 1 9 8 8年11月12日平城宮跡第194次発掘調査

（平城宮西方宙簡）浅川滋男

( 6 ) 1 9 8 8 年1 1 月1 9 日石神遺跡第８次発掘調査

川岸常人

( 7 ) 1 9 8 8年1 1月2 6日藤原宮跡第5 8次発掘調査

（藤原宮内裏東外郭）橋本義則

( 8 ) 1 9 8 8年1 1月2 6日藤原宮跡第5 9次発掘調在

（藤原宮西方官簡）深灘芳樹

( 9 ) 1 9 8 9 年２月４日平城宮跡第1 9 7次発掘調査

（平城京左京三条二坊二坪）佐川正敏

( 101989年３月18日平城宮跡節195次南・197次

西発捌調査

（平城京左京三条二坊一坪）佐川正敏

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

（１）1 9 8 8年５月2 1日第６２回公開講演会

＊長屋王邸宅跡を掘る

「平城京の調査」 町田章

「長屋王邸宅跡の変遷」 小林謙一

「長屋王邸と「長屋皇宮」木簡」綾村宏

( 2 ) 1 9 8 8年1 1月1 2日第6 3回公開講演会

ｒ平城宮朱雀門の復原」 内田昭人

「平安貴族は瓦葺邸宅に住んでいなかった」

上原真人

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 8 年５月1 4日平城宮跡第1 8 6次発掘調査

（平城京左京三条二坊二坪）玉田芳英

( 2 ) 1 9 8 8年６月2 5日平城宮跡第1 8 8次発掘訓在

（平城宮第二次朝堂院朝庭）本中真

( 3 ) 1 9 8 8年1 0月2 9日平城宮跡第1 9 3次発掘調査

（平城京左京三条二坊七・八坪）花谷渋

寺崎保広

平城宮跡資料館・遺構展示館

見学者数

〃

盗料館は1 9 7 0 年度，逝椛展示館は1 9 6 3 年度以降の累計

2 1 9 8 8 年文部省科学研究費補助金による研究2 1 9 8 8 年文部省科学研究費補助金による研究

〃

〃

〃

〃

7 ７－

種別

特別推進研究（２）

一般研究（Ａ）

- ・股研究（B ）

一般研究（C ）

奨励研究（Ａ）

″

″

試験研究（１）

研究成果刊行費

( データベース）

計

研究課題

古年輪変動データの分析による考古歴史研究方法の確立

日本出土青銅器の材質分析による縮年研究

発掘遺構による日本中世住居の復原的研究

古墳から出土する青銅遺物に見られるブロンズ病の成因と劣化防止

に関する研究

条坊・条里研究史に関する盗料収集とその研究一北浦定政を中心と

して一

日本古代度通衡の考古学的研究

西日本出土の縄文～古墳時代木器の集成的研究

｢ 型」を用いた考古遺物に関する基礎的研究

古代における武器の変遷一弓矢を中心に一

古墳時代における馬具製作技術の復原的研究

中世寺院の建築絵図史料の研究

近代日本庭圃におけるヨーロッパ風景式庭園の影騨に関する研究

地名データベースの作成と利用法の確立

埋蔵文化財文献情報データベース

14件

研究代表者

田中琢

町田章

宮本長二郎

肥塚隆保

岩本次郎

黒崎直

上原典人

大脇潔

小林謙一

花谷浩

' 1 1 岸常人

小野健吉

木全敬蔵

岩本次郎

交付額

8, 000千円

700

1, 500

2, 200

５００

５００

１１３００

９００

７００

８００

８００

900

3, 400

6.790

28, 990

区分

1988年

累計

盗料館

122, 062

957. 960

遺椛展示館

1１０．６３４

１，２６４，９０７

計

232, 696

2．２２２，８６７



普及

インフォメーションルームにおいて，観覧者の

質問に応じている。

また，特別展示の図録として「古墳を科学す

る」及び「聖徳太子の世界」を刊行した。

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室

春期特別展示「飛鳥古墳を科学する‐

（1988. 4. 2～1988. 5. 8）

秋期特別展示「聖徳太子の世界」

（1988. 10. 5～1988. 11. 23）

（生物環境課程）

1 9 8 8年４月1 4日～４月2 8日（参加者1 4名）

( 2 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺構探査・予備調査課程）

1 9 8 8 年５月１１日～６月７日（参加者１１名）

( 3 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（石器調査課程）

1 9 8 8年６月１５日～６月3 0日（参加者1 6名）

( 4 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1 9 8 8年７月７日～７月1 3日（参加者3 2名）

( 5 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般課程）

1 9 8 8年７月21日～８月26日（参加者23名）

( 6 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡測量課程）

1 9 8 8 年９月７日～1 0月４日（参加者1 6名）

( 7 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡環境課程）

1988年10月12日～１０月25日（参加者21名）

( 8 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡保存整備課程）

1988年11月１日～11月22日（参加者14名）

( 9 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（古墳時代遺跡調査課程）

1988年11月30日～12月21日（参加者25名）

⑩昭和6 3 年度埋蔵文化財発捌技術者特別研修

（低湿性遺跡調査課程）

1 9 8 9年１月１０日～１月1 3日（参加者4 2名）

( 1 1 ）昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（保存科学課程）

1 9 8 9年１月2 0日～２月８日（参加者1 9名）

⑫昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（建築遺構調査課程）

1 9 8 9年２月1 5日～２月2 8日（参加者2 8名）

⑬昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（埋蔵文化財情報課程）

1 9 8 9 年３月９日～３月2 3 日（参加者1 9 名）

特別講演会

1988年４月16日

「ハイテック考古学」

1988年４月23日

「科学で遺跡をさぐる- ,

1988年１０月29日

「聖徳太子の人間像」

「聖徳太子の建築」

1988年11月５日

「聖徳太子の種々 相」

「聖徳太子の墓」

坂田俊文

西村康

高田良信

宮本長二郎

光森正士

猪熊兼勝

入館者数( 1988 . 4 . 2～1989 . 3 . 3 1開館日数312日）

発掘調査・整備・探査指導

（北海道) 開陽丸，手宮洞窟，（青森県) 弘前城跡，

根城跡，（岩手県) 毛越寺庭園，志波城跡，盛岡城

跡，（宮城県) 宮沢遺跡，多賀城跡，日の出山瓦窯

群跡，（秋田県) 秋田城跡，払田柵跡，（山形県) 西

陳列品購入

聖徳太子孝養像

飛鳥時代男子像

ランドサットフィルム

1 体

1体

1 組（２枚）

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に姿することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和6 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

－７８－

区分

一般

高大生

小･ 中生

計

個人観覧

43. 394

9. 395

11, 339

641128

団体観覧

17, 677

29, 213

56, 829

103, 719

布料

167817

無料

9, 928

副

剛

ム

ロ

177, 775



沼田遺跡，（福島県) 慧日寺跡，夏井廃寺塔跡，大

戸古窯跡群，（茨城県) 結城廃寺跡，神野向遺跡，

( 栃木県) 足利学校跡，下野国府跡，下野国分寺跡，

( 群馬県) 中筋遺跡，宇通遺跡，上野国分寺跡，

( 神奈川県) 永福寺跡，（富1 1 1県) じようべのま遺跡，

桜町遺跡，安田城跡，（石川県) 東林院跡庭圃，能

登国分寺跡，（福井県) 向山古城，鳴鹿手島遺跡，

( 山梨県) 天狗沢窯並，春日居町国府遺跡，（長野

県) 高梨館跡，森将軍塚古墳，佐久市須恵器・製

炭窯祉，松本城跡，遊光遺跡，石川条里遺跡，松

本市内遺跡，（岐阜県) 塚原遺跡，東氏館跡庭園，

加納城跡，（静岡県) 勝問田城跡，神明原・元宮川

遺跡，横須賀城跡，（愛知県) 三河国分寺跡，三河

国分尼寺跡，（三重県) 伊賀国府跡推定地，細生廃

寺跡，森山東遺跡，太田遺跡，牧瓦窯群跡，（滋

賀県) 唐橋遺跡，大岩1 1 1 古墳群，南滋賀町廃寺跡，

崇福寺跡，善法院庭園，襖遺跡，欲翻西遺跡，富

山２号墳，盛安寺庭園，旧和中散本舗庭園，小谷

城跡，（京都府) 三宅遺跡，スクモ遺跡，大覚寺大

沢池，鹿苑寺庭園，鳥居前古墳，物集女車塚古戦，

私市円山古墳，高麗寺跡，温江遺跡，（大阪府) 難

波宮跡，池上・曽根遺跡，桜塚古墳群，津堂城l I i

古墳，旧岡田家住宅，（兵庫県) 日向遺跡，住吉富

町遺跡，鵬庄荘園遺跡，赤穂城跡，鬼神谷古窯遺

跡，上小名田遺跡，小犬丸遺跡，溝之口遺跡，生

栖遺跡，桜ヶ丘銅鐸・銅父，南大塚古墳，西大塚

古墳，大山荘園遺跡，船宮古墳，篠山城跡，舞子

東石ヶ谷遺跡，中道子山城跡，大開遺跡，玉津田

中遺跡，但馬国府跡推定地，奥藤島田古墳群，原

田中遺跡，大山城跡，（奈良県) 宮滝遺跡，藤ノ木

古墳，頭塔，（和歌山県) 紀伊国分寺跡，根来寺坊

院跡，川辺遺跡，（鳥取県) 鳥取城跡，（烏

研修員

埋蔵文化財ニュース刊行

節6 3 号銅・青銅製遺物の保存処理

第6 4 号1 9 8 6 年度刊行埋蔵文化財発掘調査報告に

関する情報調査

第6 5 号遺跡整備の基礎的調査

第6 6 号1 9 8 7 年度埋蔵文化財関係統計資料

５その他

委員会等

鋪1 5 回飛鳥盗料館運営協議会

1 9 8 8 年４月2 2 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 8 8 年６月２日・３日於平城宮跡資料館講堂

覧表

－７９－

根県) 荒神谷遺跡，白坪遺跡，出雲玉作跡，岩雄

寺跡，タテチョウ遺跡，（岡山県) 美作国府跡，

( 広島県) 三ツ城古戦，草戸千軒町遺跡，（1 1 1 口県）

萩城跡，朝田墳墓群，大内氏遺跡，梶粟浜遺跡，

土井遺跡，長徳寺古墳，延行条里遺跡，綾羅木郷

遺跡，周防国府跡，（香川県) 有岡古墳群，讃岐国

分寺跡，紫雲出山遺跡，永井遺跡，弘福寺領讃岐

国l l l 田郡田図，（愛媛県) 松l ｣ I 城跡，来住廃寺跡，

古照遺跡，（高知県) 土佐国府跡，（福岡県) 鷹取城

跡，板付遺跡，大野城跡，鴻脳館跡，（佐硬県) 名

護臆城跡・陣跡，大黒町遺跡，吉野ケ里遺跡，

( 長崎県) 壱岐国分寺跡，（熊本県) 塚原古墳群，網

田焼窯跡，江田船山古戦，（大分県) 川部・高森古

墳群，弥勅寺跡，大分元町石仏，（宮崎県) 上薗遺

跡，蓮ヶ池横穴群，国簡・郡簡・古寺遺跡，（鹿

児島) 旧集成館遺櫛，牟礼川遺物包含地，（沖縄

県) 仲原遺跡，首里城跡，黒石川窯跡，フルスト

原遺跡，今帰仁城跡，糸数城跡

氏端

幾岡塊

堀田隆促

ブラニー・

ブラナシリ

江尻雌

平子弘

小林透

小間ハ久

大石泉

所屈

三施県教委県外研修生

( 上野市立久米小学校教諭）

Ｍ上

( 菰野町立菰野中学校教諭）

九州

眺

鍔

ｊ

・

折

一

二

Ⅱ

何

( 三rｍＡ

IＩｉＩ

( 三狼

同上

( 松坂市立i 1 i i 部中学校教諭）

UM1附

研筏

桐県埋蔵文化財捌在研究所澗在

狐

学研究生

棚４，

上

L 立凹ロ市四郷商校教諭）

上

L 立名張商校教諭）

外研修生

h 中学校孜諭）

受入れ期l ＩＩｌ

1988. 7. 1～1988. 8. 31

1988. 7. 21～1988. 8. 26

1988. 8. 3～1988. 9. 3

1988. 9 . 1～1988. 9 . 30

1988. 10. 1～1988. 11. 30

1988. 10. 1～1988. 10. 31

'8８

' 88

189

l ～

７～

１７～

988 . 11 . 3 0

988 . 1 1 . 3 0

9８９．２．１８

受入れ部局

飛鳥藤原窟跡発掘調在部

ド城宮跡発掘測描部

埋戯文化財･ センター

平城宮跡発掘I 州森部

川上

飛M3藤1 1 ; 輔跡発掘訓在部

側上

埋蔵文化財センター

研修指導内容

埋蔵文化財の発捌, j MI 禿およ

ぴ保存

l I i l 上

同 上

同上

' ' １上

l I j l 上

同上

遺物保存処理

ｊＥ
，口

11弓

張憲徳

大朝

化財

| t 民同文化公報部文化財･ 符理局文

卜研究所美術工芸研究霊技士

1 9 8 9 . 2 . 1～19 8 9 . 2 . 2 8 処進物研究察 古巡築の孤張・研究



外国出張

加藤優インドにおける古代・中世仏教寺院組

織の研究のためインド国，パキスタン国及びネ

パール国へ出張

1988年12月15日～1989年２月10日

田中琢スミソニアン研究機構との研究計画の

協議のためアメリカ合衆国へ出張

1989年１月19日～1989年１月28日

山中敏史古代都市の構造と成立過程の研究のた

め，イタリア国及びギリシャ国へ出張

1 9 8 9年３月2 6日～1 9 8 9年５月2 5日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 8 年度の状況は下記のとおりである。

区分 面積 金額

1988年度 12, 289. 54 339, 507, 127

国有地合計 3２１，２２３．１０ 6, 276, 021, 435

Ⅱ図書及び資料

図書1 0 8 , 0 0 7冊 ( 1989. 3. 31）

区分 種別 購入

1988年度

和漢書

洋書

1, 321

108

累計

和漢書

洋書

4４，７６９

5, 368

写真3 7 2 , 5 4 0 点（1 9 8 8 年度末）

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 8 年度刊行物

寄

4, 492

3８

5６，８７１

999

斜称

計

5, 813

146

101, 640

6, 367

学報第4 6 冊平城京右京八条十三・十四坪発掘

調査報告

第4 7 冊研究論集Ⅲ

史料第3 0 冊山内清男考古資料１

第3 1 冊平城宮出土墨書土器集成Ⅱ

図録第１９冊古戦を科学する

第2 0 冊聖徳太子の世界

報告書等昭和6 3 年度平城宮跡発掘調盗部発掘調盗概

報

飛鳥・藤原宮発掘調査概報1 ９

平城宮発掘調査出土木鮒概報2 ０

飛鳥・藤原宮発掘調蚕出土木簡概報９

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

年度 名称

１９５４１第１冊仏師連慶の研究第１冊仏師連慶の研究

鶏|鵜;i:ｗ’
第３冊文化史論叢

第２冊修学院離宮の復原的研究

1 9 5 5 1 第３冊文化史論叢

1 9 5 6 1 第４冊奈良時代僧房の研究

1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘調査報告第５冊飛鳥寺発掘調査報告

1 9 5 8 1 第６冊中世庭園文化史第６冊中世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告第７冊興福寺食堂発掘調査報告

１９５９１第８冊文化史論叢Ⅲ第８冊文化史論叢Ⅱ

第９冊川原寺発掘調査報告第９冊川原寺発掘調査報告

1 9 6 0 1 第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮

跡発掘調査報告

1 9 6 1 第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研

第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮

跡発掘調査報告

第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研

究一究一

1 9 6 2 1 節1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第１３冊寝殿造系庭園の立地的考察第１３冊寝殿造系庭園の立地的考察

第1 4 冊唐招提寺蔵「レースＪと「金亀

舎利塔」に関する研究

第 1 5 冊平城宮発掘調査報告Ⅱ官簡地

域の調査

1 9 6 3 1 第1 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内製地

域の調査

1 9 6 5 1 第1 7 冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官荷地

域の調査

第1 4 冊唐招提寺蔵「レース」と「金亀

舎利塔」に関する研究

第1 5 冊平城宮発掘調査報告Ｈ官簡地

域の調査

第1 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内裏地

域の調査

第1 7 冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官荷地

域の調査

第1 8 冊小堀遠州の作事

１９６７１第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家露,，柵藤原氏の氏謙とその隣家’

第1 8 冊小堀遠州の作事

1 9 6 9 1 第2 0 冊名物裂の成立第2 0 冊名物裂の成立

1 9 7 1 第2 1 冊研究論集Ｉ

1 9 7 3 第2 2 冊研究論集Ⅱ

第2 1 冊研究論集’

第2 2 冊研究論集Ⅱ

1 9 7 4 第2 3 冊平城宮発掘調蚕報告Ⅵ平城京第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京

左京一条三坊の調査左京一条三坊の調査

第2 4 冊高山一町並調査報告一

1 9 7 5 1 第2 5 冊平城京左京三条二坊

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３

１９６５

１９６７

１９６９

１９７１

１９７３

１９７４

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

第2 4 冊高山一町並調査報告一

第2 5 冊平城京左京三条二坊

第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ ’

節2 8 冊研究論集Ⅲ第2 8 冊研究論集Ⅲ

第2 9 冊木曽奈良井一町並調盃報告一

1 9 7 6 1 第3 0 冊五条一町並調査の記録一

1 9 7 7 1 第3 1 冊飛鳥・藤原宮発掘調盃報告Ｉ

第2 9 冊木曽奈良井一町並調査報告一

第3 0 冊五条一町並調査の記録一

第3 1 冊飛鳥．藤原宮発掘調盃報告Ⅱ

第3 2 冊研究論集Ⅳ第3 2 冊研究論集Ⅳ

第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落にお第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落にお

ける民家調査報告ける民家調査報告

第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ

１９７８第3 5 冊研究論集Ｖ

第3 6 冊平城宮整備調査報告Ｉ

第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ

第3 5 冊研究論集Ｖ

第3 6 冊平城宮整備調査報告Ｉ

－８０－



1 9 8 5 1第44冊

19861第45冊

奈良国立文化財研究所基準資料飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

研究論集Ⅵ

平城宮発掘調査報告Ｘ

平城宮発掘調査報告ＸＩ

研究論集Ⅶ

平城宮発掘調査報告ＸＩＩ

日本における近世民家（農家）

の系統的発展

平城京左京三条二坊六坪発掘説

査報告

薬師寺発掘調査報告

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

４

４

４

４

第

第

第

第

第

第

第

1９７９

飛鳥賓料館図録

1980

1981

1984

－８１

奈良国立文化財研究所史料

Ⅳ定員

年度

1973

1974

1975

1976

1978

1979

1980

9８

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦編２解説

第３冊瓦編３

第４冊瓦編４

第５冊瓦編５

第６冊瓦編６

第７冊瓦編７

第８冊瓦編８

第９冊瓦編９

年度

1954

1955

1963

1964

1966

1967

1969

1970

1974

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

名称

第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）

第２冊西大寺叡尊伝記集成

第３冊仁和寺史料寺誌編１

第４冊俊乗坊重源史料集成

第５冊平城宮木簡１図版

第６冊仁和寺史料寺誌編２

第５冊平城宮木簡１解説（別冊）

第７冊唐招提寺史料１

第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊日本美術院彫刻等修理記録’

第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ

第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

第1 2 冊藤原宮木簡１図版・解説

第1 3 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊東大寺文書目録第１巻

第1 6 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺文書目録第２巻

第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文書目録第３巻

第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文書目録第４巻

第2 4 冊東大寺文書目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土墨書土器集成’

第2 6 冊東大寺文書目録第６巻

第2 7 冊木器集成図録一近畿古代編一

第2 8 冊平城宮木簡４図版・解説

第2 9 冊興福寺典籍文書目録第１巻

年度

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

名称

第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篇

第３冊日本古代の墓誌

第４冊日本古代の墓誌銘文篇

第５冊古代の誕生仏

第６冊飛鳥時代の古墳一高松塚とその

周辺一

第７冊日本古代の嶋尾

第８冊山田寺展

第９冊高松塚拾年

第1 0 冊渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺一

第1 1 冊飛鳥の水時計

第1 2 冊小建築の世界一埴輪から瓦塔ま

で一

第1 3 冊藤原宮一半世紀にわたる調査と

研究一

第１４冊日本と韓国の塑像

第1 5 冊飛鳥寺

第1 6 冊飛鳥の石造物

第1 7 冊蔦葉乃衣食住

第1 8 冊壬申の乱

区分

1988年度

1989年度

指定職

行政

職( - ウ

2３

2２

行政

職( 豆）

３

研究職

6３

6２

計

9０

8８



Ｖ予算（1 9 8 8 年度）

人件費

運営費

事業管理

一般会計

特別研究

発掘調査

宮跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財センター運営

新庁舎維持管理等経費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

施設新営に伴う経費

施設費

施設整備費

平城宮跡等整備費

各所修繕費

計

Ⅵ施設

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥資料館

郡山宿舎( ．

飛鳥資料館宿舎

文化庁所管（関係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲淵宮殿跡地区

建物

１．庁舎

区分 本庁舎 平城 藤原

560, 682千円

813, 930

8, 301

５５，４８２

9, 100

467, 661

６２，７９０

46, 767

45, 328

27, 434

91, 067

322, 391

28, 525

279, 400

１４，４６６

1, 697, 003

47, 890㎡

8, 860㎡

20, 515㎡

１７､092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 404, 861㎡

1, 078, 597㎡

321, 223㎡

5. 041㎡

27, 995㎡

27, 404㎡

飛鳥賛 藤原

満跡

計

料館

㎡ｌｎｆｌ㎡ ’ ㎡｜㎡ ’ ㎡

蕊務宝’ ５６８１１２２１１９７１９０ 9yWi

研究･整理室' 1 , 4 1 9 1 1 , 3 6 8 1 1 ､１４９１７７１１４．０１３

資料･ ･図番室' １．０２］ 3 ８３１３６１１１，４４０

会議室 ’ ３３８ 1 ２９１４？ ;、９

識堂 3 ８４１２１０１８９ N8１８

展示室 8 ４５１２５４１６４８１１１．７４７1. 747

548

1. 408

写真素 ’ ７９１２５６１１４９１６４ 548

遺稚展示棟’ １１．４０８ 1. 408

－８２

車庫８４５２８３５２９４

倉庫･ 収蔵庫１２３４，７７２２．０４１４８０

研修棟1 , 4 1 6

その他１．６７３１，８５６１，５６２１，０６２３６

計6 , 7 2 1 1 1 . 5 3 9 6 . 4 2 6 2 . 6 8 2 3 6

2 ．宿舎等

重要文化財旧米谷家住宅

郡山宿舎Ｈ，（二）

飛鳥盗料館宿舎

１，０５８

７，４１６

１，４１６

6, 189

27. 404

591㎡

213㎡

153㎡

225㎡

主要工事

( 1 ) 施設整備費千円

飛鳥藤原宮調査資料施設旧庁舎解体

その他工事2 8 , 5 2 5

( 2 ) 平城宮跡地等整備費

平城宮跡環境整備昭和6 3 年度第１期工事2 0 , 5 0 0

〃

第Ⅱ期工事9 7 , 5 0 0

〃

第Ⅲ期工事6 1 , 0 0 0

平城宮跡第１次朝堂院舗装工事5 7 , 5 0 0

藤原宮跡環境整備昭和6 3 年度工事1 6 , 0 0 0

平城宮跡覆屋等スロープ床取設工事6 , 7 5 0

( 3 ) 官庁営繕費（昭和6 1～6 3年度）

飛鳥藤原宮調査資料施設管理研究棟

建築工事1 , 0 4 2 , 1 6 7

〃収蔵庫棟建築工事3 2 8 , 3 5 0

〃

電気工事 2 3 3 , 4 5 0

〃

空調・衛生設備工事2 3 8 , 6 5 0

( 4 ) その他（各所修繕・試験研究蜜等）

飛鳥資料館機械設備改修工事5 , 2 5 0

第３収蔵庫管理部改修その他工事8 , 1 4 0

収蔵庫内装その他工事（プレハブ３棟）９，１２０

本庁舎吸収式冷温水ユニット設備改修工事３，９４０

Ⅶ人事移動（19 8 8 . 4 . 1～1 9 8 9 . 3 . 3 1）

４月１日庶務部会計課用度係用度主任に昇任

岡本安司

飛鳥藤原宮跡発掘調査部史料調査室長

に昇任川越俊一

埋蔵文化財センター教務室長に昇任

登り惇散

歴史研究室長に配置換加藤優

飛鳥藤原宮跡発掘調査部考古第二調査

室に配憧換岩永省三



飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺構調査室に

配置換清水真一

飛鳥藤原宮跡発掘調査部史料調査室に

配置換橋本義則

埋蔵文化財センター情報資料篭に転入

今中弘幸

事務補佐員（庶務部会計課）に採用

小坂l i l 紀子

技能補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用平山重利

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調在

部）に採用菅波正人

研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発掘訓盗

部）に採用善端直

国立民族学博物館情報管理施設技術室

に転任包国征治

５月１日辞職築山蕪

５月1 6 日事務補佐貝（庶務部会計課）に採用

細井雅子

７月１日飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任清水真一

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任上原真人

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任内田昭人

文化庁文化財保護部美術工芸課文化財

調査官に転任土肥孝

辞職高橋公一

９月１日辞職菅波正人

１０月１日研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用神田高士

研究補佐貝（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用河村裕一郎

辞職納谷守幸

1 2 月１日文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第

一調査室）に採用森本晋

文部技官（平城宮跡発掘調査部史料訓

査室）に採用森公章

１月１日庶務部庶務課庶務係長に昇任大梶宏

大阪大学庶務部人事課給与掛長に転任

奥井良治

辞職高野学

２月１日辞職善端直

３月 3 1 日辞職（定年退職）八幡扶桑

－蹄

Ⅷ組織規程

文部省組織令〈抜粋〉

昭和5 9 年６月2 8 日政令第2 2 7 号

節２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第1 0 8 条文化庁挺官の所輔の下に，文化庁に国

立国語研究所を置く。

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を置く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第１１４条国立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，盗料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２国立文化財研究所には，支所を世くことがで

きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位憧

及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則〈抜粋〉

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号

節５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

節１款名称及び位慨

（名称及び位慨）

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び位置

は，次の表に掲げるとおりとする。

名称 位置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２所長は，所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調炎部及び飛鳥藤原宮跡発掘調在部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

世く。



（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保

全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調在

室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺構調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第６項までに定める事務を処理するほか，

その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

－８４

４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の凹室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料

調査室を置く。

２前項の各室に置いては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第５項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究，遺構の計測及び修景並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第' 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料，歴史資料

その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関連する調査研究及び

事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第' 3 ' 条飛鳥資料館に，館長を置く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を置

く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建



造物，絵画，彫刻，典籍，古文譜その他の資

料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図諜，写真その他の盗料

の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及

び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報賓料の作成，収集，

整理，保管及び訓査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。

２前項の長は，埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を置く。

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計而研究室，集落

遺跡研究室，発掘技術研究室，遺物処理研究室，

測量研究室及び保存工学研究室を世く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に

属するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務

（発掘技術研究室，遺物処理研究室，測量研究

室及び保存工学研究室の所掌に属するものを除

く）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る燕務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第1 3 3条第１号から第３号までに掲げる事

務をつかさどる。

６測堂研究室においては，埋蔵文化財の測並に

関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる

事務をつかさどる。

７保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る聯務をつかさどる。

（情報盗料室の事務）

第1 3 8 条情報盗料室においては，第1 3 3 条第４号

に掲げる事務をつかさどる。

（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客興研究員を

置くことができる。

２客員研究員は，所長の命を受け，奈良国立文

化財研究所において行う調査研究に参画する。

３客員研究員は，非常勤とする。

改正昭和4 3 年６月1 5 日

昭和4 5年４月1 7日

昭和4 8年４月1 2日

昭和49年４月11日

昭和5 0 年４月２日

昭和5 1年５月1 0日

昭和5 2年４月1 8日

昭和5 3 年４月５日

昭和5 3 年９月９日

昭和5 5 年４月5円

昭和5 5年６月2 5日

昭和58年10月１日

昭和59年６月301日

昭和6 3 年４月８旧

文部竹令第2 0 号

文部省令第1 1 号

文部省令節６号

文部省令第1 0 号

文部省令第1 3 号

文部省令第１６号

文部省令第１０号

文部省令第1 9 号

文部省令第3 3 号

文部省令第1 4 号

文部省令第2 3 号

文部省令第2 5 号

文部省令第3 7 号

文部省令第1 2 号

－８５－
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職員（1 9 8 9年７月１日現在）
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邪

考

古

第

一

調

秀

案

一

考

古

第

一

洲

在

室

氏名

腰豊

小池伸彦

森本晋

井上和人

田辺征夫

玉川芳英

千田剛道

巽淳一郎

毛利光俊彦

佐川正敏

小溌毅

小林謙一

上野郎一

浅川滋男

島田敏男

松本修自

尚瀬要一

本中真

小野健吉

村岡正｜

綾村宏

寺輔保広

村上隆

様公章

渡遥兇宏

細兇啓三

千Ⅲ剛道

巽涼一郎

小林謙一

掻本修自

井上和人

両田健三

森田光論

岡田博先

佃幹雄

井上戒夫

吉村司朗

牛川騨幸

黒崎面

深深芳樹

花谷浩

井上武夫

木下正史

岩永省三

大脇群群

西口寿生：

官職

文部技官部腿

文部技官室長

文部技官

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官（併

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官

凋査貝（非

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官主任

文部技官主任

文部技官主任

文部技官主任

文部技官主任

文部技官主任

文部事務官事務総

文部事務官（兼

文部事務官（兼

文部技官専門

文部技官

技能補佐貝

文部技官部

文部技官室

文部技宮

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官（併

文部技官（併

任）

佳

任）

任）

長

任）

長

任）

長

常鋤）

長

研究官

研究官

研究官

研究宮

研究官

研究官

括( 併任）

任）

任）

職貝

授

長

任）

長＃

任），

任）：

担当

堂：

鴬：’

馨：

鴬＃

考古

老古

老古

老古

建築，

：鴬｜

建築

遮跡庭則

遺跡庭園

遺跡庭剛

遺跡庭間

歴史

歴史

繊｜

誉善

導：

建築

考古

事務｜

馨備

鰐備

写真

写真

保守

篭専

葺甜

考古

＃：’

所属

鷹

勝

部

庶

勝

I棚

会

計

裸

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

案

氏名

鈴木茄吉

贋瀬了平

中川良和

石川和樹

西川健三

大梶宏

石川義則

森Ⅲ光治

岡川博先

宍戸雅子

港悦子

補本良子

新宮恵子

巽月子

本中獄代

中川かよ子

中垣睦美

西鴫揃美

石川千恵子

小川照夫｜

益川朗

川合教博

渡辺康史

井元正澄

新井耕治

新湯淳史

岡本安珂

橋元敬子

河村京子

柚H1よし子

小林雅文

松本正典

飯田儒男

小坂由紀子

細井雅子

井元正澄

小別秀彦

大西和子

宮本長二郎

1 1 1岸常人

浅川滋男

島田敏男

本中真

田中淡

鈴木滞吉

玉川芳英

寺崎保広

場永肯三

橋本義則

松井軍’

官職

文部技官所長

文部事務官部長

文部事務官課長

文部事務官課長補佐

文部事務官専門職員

文部事務官庶務係長

文部事務官

文部事務官弊務貝蕊

文部事務官驚務貝

邪務補佐貝

邪務補佐貝

事務補佐典

事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

堺務補佐貝

鞭務補佐貝

研究補佐貝

文部事務官課長

文部郡務官課長補佐

文部事務官課長補佐

文部技官専門職貝

文部技官専門職貝

文部事務官専門職貝

文部事務官経理係長

文部事務官経理主任

躯務補佐典

事務補佐貝

躯務補佐典

文部事務官用度係長

蕊' 麓

事務補佐貝

xI f 務補佐貝

文部技官施設係長( 兼任）

文部技官

事務補佐貝

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

調査貝（非常勤）

文部技官室長( 事務取扱）

文部技官（併任）ｉ

文部技官（併任） ‘

文部技官（併任）：

雑縦馴

担当

務

事
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図書
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自

用
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蕊
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隷
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室
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物
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ｌ部
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－１畷，

ド烏

灘腫

部

》

壷

研

究

室

保

存

工

氏名

田中琢

登り惇哉

新井伸一

符永恵子

佐原奥

松沢亜生

山中敏史

工楽醤通

_ 上原典人

西村鵬

松井章｜

蝿Ｉ

官職

' |文…ｾﾝ'－．

文部事務官室催

文部蛎務官｜

事務補佐員｜

文部技官部長

文部技官室長

I 文部技官（併任）

文部技官室長ｉ

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官｜

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官（併任）

鶏1蕊|鯛１１

文部技官室長Ｉ：

文部技官（併任) ' ｜

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官Ｉ

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官ト

文部技官主任研究官Ｉ

文部技官主任研究官Ｉ

調査貝（非常勤）Ｉ

調盗貝（非常勤) ｜

劉撫壁１

・担当
角

事務

I 躯務

I 考古

老古

考．古

考古 ’

考古

F 考古

i b保存科学ｉ

'保存科学｜

：割
遺跡庭閲

考古｜

:跡耀襲

測ｆｉｔｌｌｉ

考古Ｉ

欝騨ｉ

考古

建築

埋文情報

埋文情報Ｉ

歴史

埋文精報

所属 氏名 官職 当

：；

飛

原

寓

跡

l望

発

掘

何

調

査

室

調

査

部

飛 ､
F 1

直
”

資

科

輔

’

’

一

職

Ｉ

務

Ｉ

室

一

ｌ

｜

学

獣

芸

》

叢’

遺

構

調

査

室

史

山本忠尚

山岸常人

川越俊一

橋本義則

安田龍太郎｛

Ｉ立木修

安田龍太郎

大脇潔

西口寿生

山岸常人

立木修

新井耕治

大西洋子｜

稲垣耕正

! 平山重利｜

宮川伴子｜

神田高士

河村裕一郎｜

南時夫

西川寿勝

鈴木斑吉

柿本治

中西建夫

乾券雄％

藤本浦｜

福井敏子|’

猪熊維勝

杉山洋似

大谷照子畷

藤沢一夫ｉ

捲本謹繍Ｉ

| 文部技官室長

| 文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官（併任）］

文部技官（併任）

文部技官主征研究官

文部技官主任研究官‘

文部技官主任研究官ｉ

文部技官主任研究官｜

文部技官主任研究官｜

文部RI f務官事務総括(併任)｜

事務補佐貝

技能補佐員

技能補佐員

研究補佐員

研究補佐員

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐員

文部技官館長(蕪務取扱)｜

文部事務官室長

文部事務官

技能補佐員

警務補佐員，ｌ

業務補佐貝

文擁嬢篇“※｜

文部技官

事務補佐貝

嬰縄崖篭: 幾ド

考古


